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	　私たちは今、エネルギー問題、ゲノム改編などの生命倫理問題、ＡＩ利用など様々な最先端の科学・技術の問題に直面しています。市民社会がそれらについて判断していくうえで、政権から独立した学術会議の存在は今後ますます重要になります。その観点から、今上程されている日本学術会議法案を廃案にすることを求めます。

